
昭和田年井内地区の棚田風景



「
井
内
む
か
し
話
L
発
刊
に
よ
せ
て

今
回
別
冊
「
井
内
社
寺
誌
」
復
刻
編
集
を
、
井
内
老
人
ク
ラ
ブ

活
性
化
事
業
と
し
て
取
組
み
、
井
内
の
各
地
に
点
在
す
る
社
寺
の

現
地
踏
査
を
行
う
途
中
で
、
地
区
の
故
老
よ
り
見
聞
し
た
こ
と
が
、

切
っ

掛
け
と
な
り
、
我
も
又
手
許
に
あ
る
資
料
と
併
せ
、

一
編
と

な
ら
ん
も
の
か
と
淡
き

夢
の
よ
う
な
構
想
が
浮
ん
だ。

井
内
昔
物
語
と
云
っ
て
も
、
少
し
昔
の
頃
で
あ
り
、
大
正
末
期

か
ら
昭
和
初
期
の
こ
と
で
あ
り
、
然
も
今
迄
に
話
し
と
し
て
は

あ
っ

た
が
、
記
録
と
し
て
残
つ
て
な
い
も
の
、
又
残
し
度
い
も
の

の
中
か
ら
、
忘
れ
さ
ら
れ
そ
う
な
も
の
数
編
を
、
独
断
と
偏
見
を

交
え
綴
っ
て
小
冊
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

世
の
笑
草
と
な
る
か
、
又
は
何
か
の
役
に
立
て
ば
幸
な
り
の
思

い
に
て
、

情
報
化
時
代
と
は
云
え
、
そ
の
情
報
に
追
っ
け
ず
、
齢

八
十
超
の
老
人
の
戯
言
で
あ
り
、
尚
各
編
の
冒
頭
に
寸
描
し
て
い

る
の
で
以
下
省
略
す
る

。

諸
賢
の
御
叱
正
御
高
覧
賜
れ
ば
有
難
き

次
第
な
り
。
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今
を
去
る
七
十
年
余
前
、
昭
和
十

二
年
七
月
七
日
払
暁
、

一
発
の
銃
声
に
端
を
発

し
た
日
支
事
変
に
同
年
八
月
二
十
五
年
召
集
令
状
(
赤
紙
と
も
云
っ
た
)
を
受
け
、

善
通
寺
第
十
一

師
団
に
入
隊
し
た
井
内
北
間
出
身
の
甘
井
清
務
氏

(
故人
)
陸
軍
上

等
兵
(
昭
和
十
三
年
十
月
十

二
日
衛
生
伍
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
)
の
従
軍
記
録
を
、
甘

井
氏
長
男
正
典
さ
ん
に
依
頼
し
て
、
往
時
の
戦
争
の
壮
烈
無
惨
さ
に
想
い
を
馳
せ
、

戦
後
六
十
二
年
の
節
目
の
時
に
平
和
の
尊
さ
、
有
難
さ
を
学
ぶ
一
助
と
し
て
、
井
内

老
人
ク
ラ
ブ
編
の
「
井
内
む
か
し
話
」
の
一一編
と
致
し
度
き
旨
を
申
述
べ
御
快
諾
を

戴
き
、
平
成
十
九
年
五
月
よ
り
、
東
温
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
職
員
の
協
力
指
導
に

よ
り
、
図
化
入
力
し
た
も
の
で
あ
り

、
そ
の
記
録
は
、
詳
細
克
明
に
描
か
れ
た
臨
場

感
溢
れ
る
も
の
で
あ
る

。

中
支
北
支
の
山
野
を
馳
せ
巡
り
、
何
時
敵
襲
を
受
け
る
や
も
知
れ
な
い
戦
場
、
道

な
き
行
軍
、
水
な
く
炊
事
食
事
不
能
で
野
営
転
戦
「
夜
行
軍
道
ニ
迷
ヒ
延
着
」
な
ど

記
録
中
豊
台
に
て
「
敵
地
始
メ
テ
ノ
宿
舎
、
十
月
一
日
午
前
六
時
敵
地
ヘ
第

一
歩
ヲ

印
ス
・
:
」
又
郷
里
の
出
身
者
と
の
出
会
「
北
支
ニ
於
ケ
ル
最
初
ノ
強
行
軍
ニ
テ
心
身

共
ニ
疲
労
ノ
極
一
一
達
ス
十
月三
日
午
後
八
時
到
着
、
川
上
、
長
曽
我
部
氏
、
宇
和
川

君
、
三
内
出
身
陸
上
輸
卒
隊
ト
シ
テ
居
リ
・
:
」
又
「
十
一
月
十
九
日
三
内
出
身
五
名

面
会
ス
」
な
ど
の
記
録
あ
り
、
甘
井
氏
の
戦
地
で
の

一
息
の
癒
し
で
あ
り
「
月
明
ニ

遥
カ
故
郷
ヲ
懐
ブ
」
な
ど
、
古
里
へ
両
親
妻
子
を
残
し
て
の
出
征
で
あ
り
、
万
感
迫

る
も
の
が
あ
る
。
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之
が
戦
争
で
あ
り
、
義
務
で
あ
っ
た
。

わ
た
し
も
又
戦
歴
の
体
験
者
と
し
て
、
今

ド
レ
ノ
、
ド
ぃ
V

に
し
て
思
え
ば
、
内
心
惜
促
た
る
感
を
禁
じ
得
な
い
。

然
し
此
の
事
を
後
世
に
語
継

ぐ
機
会
と
し
て
、
貴
重
な
記
録
を
此
の
億
眠
ら
す
に
忍
び
ず
、
発
刊
し
た
次
第
で
あ

る
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
読
ん
で
戴
き
、
今
日
の
平
和
の
礎
と
な
っ
た
往
時
を
振

返
り
、
何
ら
か
の
示
唆
に
な
れ
ば
と
念
じ
つ
つ
:
:
:

。
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成
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九
年
十
二
月
吉
日

井
内
老
人
ク
ラ
ブ
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(
凡
例
)

(ー)

上
段
は
従
軍
記
録
原
本
写

下
段
は
今
回
の
書
き
下
し
で
あ
る

。

(二)

末
尾
の
地
図
は
甘
井
氏
の
転
戦
し
た

地
区
を
追
っ
て
今
回
地
図
に
辿
っ
た
。
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(
北
支
の
部
)

日
支
事
変
従
軍
記
録

北
支
派
遣
軍
乙
集
団
兵
枯
部

大
野
部
隊
医
務
室

衛
生
上
等
兵

甘
井

清
務

昭
和
十
三
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十
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十
二
日
任
術
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伍
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(
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等
由H
色
銅
楽
章
賜
フ

金
参
百
五
姶
円

昭
和
十
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昭
和
十
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、
八
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午
前

三
時
半

入
隊
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全

十
二
、
八
、
二
八
、
午
後

一
時

部
署
、
第
十

一
師
団
第
一
兵
砧
輪
重
兵
中
隊

(善
通
寺
山
砲
第
十

一
耕
隊
編
成
)

昭
和
十
四
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二
月
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十
八
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満
期
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日
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緑
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着

基
徒
教
会
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宿
泊
ス

十
月
十
二
日
滞
在
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十
月
十
三
日
午
後
二
時
着

露
営

夕
方
十
二
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、
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兵
行
来
不
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十
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七
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患
者
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連
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汽
車
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到
者

夕
方
ポ
チ
々
々
小
雨
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ル

兵
結
監
移
動
(
保
定
ヨ
リ
)

十
月
十
五
日
午
後
四
時
正
定
城
内
ニ

入
ル
、
今
日
午
前
十

一
時
頃
沙
漠
地
体

デ
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雨
被
ニ
逢
ヒ
急
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感
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外
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懲
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仲
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凄
ク
猛
撃
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城
内
ニ
数
千
ノ
敵
死
体
ア
リ

主
ト
シ
テ
学
生
軍
ナ
リ

城
外
ニ
午
後
十

一
時
宿
営
翌
朝

二
十
五
班
掛
水
音
次
手
抑
制
抑
デ

負
傷
ス

ム

河
原
ニ
敵
兵

馬
ノ
死
体
散

乱
砲
撃
ノ
落

下
セ
ル
跡
無
数

ア
リ

柑
時
花
河
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七
月
十
六
日
午
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時

城
内
ニ
宿
営
此
処
ニ

初
メ
テ
電
気
ノ

明
イ
点
灯
を
見
ル

コ
』
デ
太
原
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面
へ
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士
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午
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大
砲
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関
銃
ノ
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愈
〉
近
シ

人
馬
車
連
続
シ
テ

道
路
充
満
行
進
遅
ル

生
々
シ
キ
敵
人
馬
ノ

死
体
多
数

ア
リ

二
十
師
団
加
藤
様

部
隊
ノ
指
陣
下
ニ
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シ
テ
居
ル

守、

k

夕
方
れ
ず一
信
名
発
見
­

山

見
迫
撃
砲
銃
デ
攻
撃
シ
タ

A

\
吋
四
月
五
日
午
後
七
時
着
泊

。
爪
凶
%

一塁
キ
ノ
高
原
ヲ
虫L

一
午
後

一
切
が
上
腹-一
下
リ
昼
食
中

一一
一
吹
カ
レ

乍
ラ
下
川
E

O

一
敵
ノ
射
払アリ直
チニ応
戦

一
/
Jド
飯
山
止
等
兵
肩
脚
部
負
傷

r
o

一
ノ

4

イ

唱

。
/

』
、

F

O

が
弛迫
撃
様

一
一猛
射
ス

-

7

ノμ
家
ニ
立
一リ

-

{

〆
人
馬
一
一
給
水
ス

d
r

戸

、

ノ

午
後

一
時
ヨ
リ
夕
方

7
Z
E烈ナ
ル
戦
闘
が
統
ク

p
d
失
ピ
n
N山
内
町
一
一
一

四
凡
六
日
午
後
五
時
半

D
P
4
E
一
ト
J
一
一
\

着
泊
ス

一
書
一
匡
一

t
o
o
-
し

【

\
|
|
/
h

狙
月
七
日
二

月
二
時

一
一
三
重百
回
山
一
%
げ
ノ
ハ一隻
地
鎮
し
人
公和
明
三
ア
敵
ハ
発
即

一
E
重
一各
所
ニ

哨
均ァ
リ

/
i
t

一
戸
続
ク

夕
、
一

E「H
m

州
七
/
/
一

四
月
七
日
午
前
八
時
出
発

;
J
P

一
「
|
}
~

整
列
後
間
モ
ナ
ク
敵
ノ
着
砲
ア
リ

少
\
I
H列
一
一
-

我
ガ
軍
直
チ
ニ
応
戦
ス

3
ke
t

久
亡
、
\

一
一五
吉
本負傷
ス

吋

捗
午
前
中
川
ニ
論

、

ヒ
テ
戦
闘
ガ
統
ク
♂

開
戦
死

二

重
疾
三

，

隊
ノ
死
傷
多
数

。

\

h
h
v

K
I
-
-

、

i
む

四
月
七
日
午
後

、

〆

へ
西
曲
村一
つ
ん
い
六
時
着
泊
す

」
「

四
月
八
日
午
前
十
時
半
敵
約
七

百
名
一

弘

双
方
ノ
山
上
ヨ
リ
攻
盤
後
方
ノ

一

、
、

主
芳
却
制
窓
ヲ
鎚
ブ

伊
←

、
、

庄
一チ
ニ
遮
蔽
シ
テ
応
戦
ス

2
2

一
/
半

f

…
協
同
げ
制
品
川町一\
J

一
P

敵
帥
制
約
二
時
間
ニ
シ
テ
敵
ヲ
蝶
退
ス一

敵
死
体
約
百
八
十
名

一

滴

我
怨
戦
死

一
重
傷
十
二
名

.

-

馬
一
骨
一
O
頭

、
1
ト
/

-

へ
辛

庄
，
)敵ノ
捕
虜

/
1
J
\

七
名
ヲ
斬
ル
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。
ド
ポ

敵
十
九
路
軍

辛
庄

、

二
ケ

中
隊

-

八
路
軍
二
ケ
中
隊

。
一
女

共
産
軍

一
ξ

K
L
I
l
t

お

四
月
八
日

午
後
六
時

(
允
冗
谷

)
/
い
若
泊
ス

一
砂
塵
甚
シ

\
I
l
-
-
'

叩
土
四
月
九
日
午
後

三
時
半
着
泊

一孝
義，
4

孝
義
城
外
ニ
宿
営
ス

一
小
麦
五
、
六
寸
ニ
延
ビ

一所
々
ヨ
リ
兎
ガ
飛
出
ス

卓告
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実
到
ヨ
リ
小
包
到
着
ス

軍
医
殿
大
塚
氏
モ
帰
隊
シ
テ
居
タ

四
月
十
二
日
午
前
七
時
出

発

h.ihh 
Z ぶみλZR 埋
2 9 夢 ~ ~~ J.. 

272Z う7i
z川手口元
夜，，/ ぇ 3主将ま君
ふ Pl 入手品

ー
お
四
月
十
三
日
午
後

一
時
着
泊

ノ
μ
四
月

十
七
日
、
十

八
日
、

十
九
日
部
隊
ノ

健
康
診
断
笑
施
ス

四
月
十
八
日
日

本
青
年
慰
問

ノ
活
動
写
真
見
学
ス

四
月
十
八
日
自
宅
ヨ
リ
小
包
到
着

四
月

二
十
三
日
午
前
七
時
出
発



{木初君四
ムメ泊月
テス 二
明十
/レ三
イ日
電午
灯後
ノ六
下時

半

ム、
四
月
二
十
四
日
午
後
四
時
着
泊
ス

、
四
月
二
十
七

二
十
八
日
部
隊
へ
種
痘
実
施
ス

ぶ
ハ
'四
月
二
十
九
日
天
長
節
、
観
兵
式
参
列

検
次
)
五
月
二
日
チ
ブ
ス
赤
痢
予
防
接
種
実
施
ス

ー
、
ミ
五
月
五
日

一
班
閏
村
(
姻
江
出
身
)
暴
発
戦
死
ス

ハ
わ
」五
月
八
日
野
口
孫
四
郎
沼
脚
気
織
次
入
院
(
井
内
出
身
)

4

五
月
十
五
日
大
野
部
隊
孟
県
輸
送
ニ
出
発
ス

五
月
三
十
日
太
原
へ
薬
品
受
領
出
張
同
日
帰
着

六
月
九
日
孟
県
ニ
於
テ
輸
送
中
ノ
本
隊
帰
着

六
月
十
九
日
晋
南
粛
清
戦
ニ
参
加
出
発
ス
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晋
南
粛
清
戦

昭
和
十
三
年
六
月
十
九
日
出
発
(
検
次
)

皇
軍
自
動

車
五
、
六
両

敵
に
焼
却

さ

れ
あ
り

六
月
二
十
七
日
内
地
よ
り

七
通
受
取
る

六
月

二
十

一
日

午
後
五
時
半

着
泊
す

六
月
二
十
八
日
迄

待
期
す

使
り

六
月
二
十
九
日

四
時
半
着

敵
山
上
豪
よ
り
発
射

歩
兵
部
隊
応
戦

間
も
な
く
列
車
に
て

山
砲
来
り
応
戦

。司

。校教
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一七
月
六
日
七
時
発

一第
二
分
隊
長

←松
本
負
傷
馬
路
る

合
仙E
U針
七
日
午
前
八
時

「

午
後
四
時
出
発

。
一

ド
七
月
八
日
午
後
十
二
時

\
判リ
ノ

一
時
間
の
後

ぐ
炉
問
焼
、
出
発

。七
月
九
日

一

i
f午
後
十

一
時
半
折
返
し

←
七
月
八
日
午
後
十
二
時

、
ノ

l
レ

i
l
「
着
露
営

(新
庄
}
1
1
1
1
1
J
W
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同
i
け
ノ

4
U
\

が
い1
1
1
1
1
1
4

揚
と

七
月
九
日

J
1
1

フ

午
前
三
時

コ
ロ

比
1
九
日
午
前
十
一
時

{
J
1
1
~

仕
発

七
月
十

一
日
午
前
七
時

三
七
月
十
日
午
前二時

東
揚
村
出
発

~
、
\
新
庄
よ
り
返
す

『
、
、 出

川
畑
旧
同
峨
ほ
岡
崎
川
川
川
泊

μ

'」
令
長
井
信
州
織
さ
ん
城
内
で

一
皇
軍
に
従
ひ
商
売
し
あ
る

一
珍
ら
し
い
故
郷
の
人
に
践
し

ピ
1

ル
を
御
馳
走
に
な
っ
て

版
ほ
附
ル
片
岡
ル
ほ

七
月
五
日
朝
七
時
発

夜を夜
行進の
軍む襲
一四舷
Ujffi fI守物
も間~
せにく
ずし高
て梁
-;1:10 
里

〈玄旨

治

。

。

。

。

。

。

ポ

ポ
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o 
ご去
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ちえも←

ご

十
一
日

二午
後
七
時
着
大
豪
雨
、

で
馬
の
二
腹
下
で
雨
に
濡
れ

ー

な
が
ら
寝
る

と

i
l
i
-

-

一
九

「l

帯
1
1
L
r

注
〔

横
嶺
関

)

T
i
w
γ
L
J

一
一
一

!
川
H
1

J
I
l
-
-
-

-

ー
パ
l
υ
七
月
十
二
日

一
一
一
午
後
四
時
半

f
l
\出
発

一
一
一

‘

1

七
月
十
五
日

一
一
一

『

〉
コ
中
白
い
削
」
一
一
二
七
月
十
三
日
午
前
二
時
到
治

J
E

P
落
。
七
月
十
三
日
午
前
八
附
出
発

五
月
十
三
日
正
午
着

>
ぃ
月

十
四
日
午
前

二
時

出
発
準
備

午
前
六
時
出
発

一

℃
月
十
四
日
午
前
十
時
着

!
一

l
J

洗
濯
、
待
機

与
つ

鎮
)

士
一
(
1

o
o
--十
日

。
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-
〈RPF手
会
き
系
麻

-
家
持交
軸
沢氏
移
よ
人

。

戸
/
七
月
十
六
日

，

P
七
月
十
九
日

|
仏
切

一
一
一
七
月
十
七
日
午
前

一
民時

乞

七
月
二
十

一
日

七
月
一
二
十一
日
着
兵
姑
宿
舎
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八
月
二
十

一
日
午
前
十

一
時
着

八
月
二
十
三
日
着

八
月
二
十
五
日
貨
物
馬
匹
を

字
賀
丸
に
移
乗
す

八
月
二
十
六
日
午
前
一
時
半

字
賀
丸
に
て
上
海
へ
向
ケ

出
発
す



切芸家毛
ま
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ま止企整形
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空同色才
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2 事
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日
支
事
変
従
軍
記
録

中
支
派
遣
軍
乙
集
団
兵
枯
部

大
野
部
隊
医
務
室

衛
生
伍
長

甘
井
清
務

(
中
支
の
部
)
北
支
よ
り

移
動

昭
和
十
二
年
九
月
よ
り
同
十
三
年
八
月

二
十
五
日

迄
河
北
省

山

西
省
の
各
攻
略
戦
に
参
加
十
三
年
八
月
二
十
六
日

塘
出
港
出
発
中
支
上
海
よ
り
上
航
南
昌
、
及
武

漢
三
鎮
攻
略
戦
に
参
加

一
、
昭
和
十
三
年
十
月
十
二
日

目白 佳
二 割1 'fi行
十 十 一レ
九五コ二

日年 伍

色長

て
勲
七
等
青
色
銅
葉
章
賜
フ

一
、
金
参
百
五
拾
円

て

凱
旋

昭
和
十
四
年
二
月

二
十
八
日



圃
八
月
二
十
三
日
清

瞥
く
振
入
浴

八
月
二
十
四
日
大
塚
君
と

天
津
衛
生
材
料
廠
へ

八
月
二
十
五
日
発

一 八 馬八体|
時月匹月 同叫
半二貨二陳|
出十物十階|
帆六移五
日乗日
午字
前賀

丸

大八氏1
連月 行副
沖 二 ー一

通十
過七
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八
月
二
十
八
日

上
海
ウ
|

ソ
ン
沖

灯
台
前
停
泊

八
月
三
十
日
出
発

上
航

岡
困

九
月

一
日

十
時
着

貨
物
御
用
船
番
号

八
O
O
以
上
の
も
の
あ
り

支
那
沿
岸
の
船
舶

日
本
の
船
大
小
五
千

有
り
と
云
ふ

九
月
二
日
出
航

上
航
す

九九同嗣
月月 出削

O 日
発午
後

時
着

h 
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Z孝弘

右
岸
よ
り
敵
山
砲

射
撃
右
舷
に

命
中
中
村
即
死

重
体
二
軽
五
海
風
駆
逐
隊

よ
り

軍
医
来
り

手
当

す

戦九|安|
死月晴|
告 四
月 IJ 日
式午
後

時
着

同
凶

九
月
五
日
午
後
六
時
着

九
月
六
日
上
陸

松
山
伴
部
隊
野
中
保
市
氏
に
(一

一丙
出
身
久
尾
)

出
逢
い
話
し
た

九
月
九
日
出
発
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日
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号霞
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九
月
十
日

一
O
六
師
団
に
配
属

九
月
十

一
日
ヨ
リ

二
十
五
日
ま
で
糧
食
弾
薬
輸

送
ス
沙
河
を
基
地
と
し
て

九
月

二
十
五
日

沙
河
出
発

九
月
二
十
五
日

開
回

次暑 |勘|九
々さ 竹寸月
にに日東|二
雛馬 一 十
るじ

兵
は
マ
ラ
リ
ヤ

腸
疾
患

自!九
月
二
十
八
日

朝
凶
凶

暗
夜
に
て
前
進

不
能
豪
雨

十
一
時
露
営

円
Lq
J
 

円
ハ
ハ
]九月
二
十
九
日

昨
夜
来
一
食
セ
ズ
豪
雨
暗
夜
の
行
軍

前
進
不
能
外
套
を
被
り
濡
れ
乍
ら

寝
る

弾
丸
音

閃
同
国

H ート匡| 九
月閑月

五一げ剖 三
日日旧引十

侭泥日

寝金
るの

泥
土
麟
ヲ
没
す

籾
を
徴
発
臼
で

摺
っ
て
米
に
す
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ω
f
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r

j
る
ぐ

い
三
重

に
十lN
ト|
民也
/
点
、

一
一崎
断
紙
同
げ
恰
時
以
庁

一

中
内
k
p
，民
守
世代T
副
?
E

型
・
内F
1豆
f
惨
拍
照
夫a

恵
品
川F
ぺ
級
品マ
伺

w
e
惨
斜
筑
前川
郷
町
ムZ

よ
局
者
二
?
:

十
月

ハ
o
z
f
z
r
f
-
Z
円
安
m
管
育
、
血
椛
州

お
作
品
穴
門紙
苦
夙

3
3

樽
林
h
M
4
4町Y」
之
利
?
・
品
川
n
γ
ト

1

様

、
ザ
1

d
Z
γ

十
月
九
ト
附
鷲

.

1
泌
炉
内全
棺
浄
E

で
ご
代
年
一
戎
量
。

t
r-
L
代
炉JK
令
官
4
w
Z
V
-2
-
e
o
F
T
起
す

弟
す
符
妙
高
構
内
除
セ
長
引
が
前
焦将
軍
h
p
A勺7

・f
n同
今

一
之
札g

勾
J

リ
サ7

w

n
J

V畑

一
つ

ふる

叫
界
市相

一
一
戸z

d
d引

、 』身

4・

(閣|
松岡
樹暗|
熊で;
村 月

日

日園-
我
大
野
部
隊
の
死
傷

百
十
数
名

飛
行
機
よ
り
食
糧
投
下
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迫
勝
砲
十
数
発
馬
終
場
落

下
馬
十
数
頭
鈍
る

負
傷
兵
数
名
あ

り
自
営
隊
組
織
周
囲
の
山
を

占
領
し
笹
山
川
に
つ
く

二
十
一
班
宮
崎
二
等
兵
右

一周
一
肺
只
通
銃
剣

敵
地
強
苦
戦

続
株
全
く
決
亡
支
加
モ
ミ
欽
カ
ブ
卜
で
灼
い
て

餓
を
凌
く

敵
襲
来
数
回
手
抑
制
附
仰
を
投
げ
込
む
我
軍
損
害

甚
だ
し
我
が
大
野
部
隊
だ
け
で
も

一
O
O
名
を
超
ゆ

抑
制
重聯
隊
瀬
川
隊
と

共
松
樹
熊
村
を
死
守
す

夜
明
よ
り
激
戦
続
く
幾
度
か
高
地
を
縁
取
さ

れ

苦
戦
続
く

今
川
相
は
霧
深
く
飛
行
機
来
ら
ず
馬
磐
城
の
馬
は

次
か
ら
次
へ
鈍
る
負
傷
者
を
患
者
療
養
所
へ
移す

夜
間
卜
到
り
青
木
旅
田
よ
り
歩
兵
援
護
来
り
前

線
へ
閣
員
輸
気

強
し

迫
懲
砲
沢
本
部
へ
落
下
負
傷
兵
六
名
夕
方師
団
司
令
部

前
上
方
山

の
合
間

へ
移
転
す
敵
益
、
〉

地
強
激
戦

未
明
よ
り
敵
襲
来
昨
日
ま
で
の
総
隊
本
部
松
樹
熊
村
を

遂
に
占
領
さ
る

夕
方
に
至
り
山
路
部
隊
到
着
配
置

答
備
に
つ
く

夜
間
十
時
頃
透
明
筒
を
揚
げ
未
方
飛
行
機
二
機

来
り
敵
を
燦
磐
す
敵
全
く
沈
黙
せ
り

約
十
日
振
り
安
眠
す

籾
を
集
め
鉄
カ
プ
ト

で
摘
い
て
余
り
版
が
空
い
た

倒
係
か
籾
ガ
ラ
を
吹
く
と
眠
郷
を
感
ず

十
月
十
三
日
患
者
及
戦
死
者
の
整
理

十
月
十
四
日
十
五
日
患
者
療
養
所
の
患
者
の
治
療

す

十
月

十
六
日
籾
抑
米
を
縮
ら
へ

粥
食
乍
ら
三
食
喫
し
久
方
様

り
満
腹

十
月
十
七
日

二
十
二
班
山
下
昏
睡
状
態
カ
ン
フ
ル
、
ゲ
キ
タ
ミ
ン
注
射

十
月
七
日

十
月
八
日

十
月
九
日

十
月
十
日

十
月
十

一
日

十
月
十
二
日
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十
月
十
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日
患
者
輸
送

約
一
0
0
0
名

一
O
六
師
団

寒
い
夜
空
に
も

布
一
枚
で

惨
フ
め
い
て

ゐ
る
毎
朝

担
架
の
侭

五
、
六
名
死
亡
し
て
い
る

I固旧
同
国

十
月
二
十

一
日

着

十
月
二
十
四
日

岡
本
伍
長
以
下

三
十
五
柱

慰
霊
祭

十
二
月

九
日
出
発
瑞
昌
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上
経
堂
に
駐
留
し
て

十
月
二
十
五
日
よ
り
本
隊
は
輸
送
業
務
十

二
月
九
日
ま
で
続
く

激
戦
の
後
部
隊
は

腸
疾
患
赤
痢
流
行
医
務
室
は

消
毒
と
治
療
に
大
忙
殺
す

;姐
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昭
和
十
三
年
十
二
月
十
日
上
桂
堂
出
発

十
二
月
十
日
大
屋
田
村
宿
営

十
二
月
十

一
日
ロ
家
釧
宿
営

十
二
月

十
二
日
瑞
昌
着

十
二
月

十
六
日

任
衛
生
伍
長

昭
和
十
四
年

一
月

一
日
十

一
時
聯
隊
拝
賀
式

一
月

二
十
六
日
交
代
衛
生
兵
五
名
瑞
昌
着

一
月

二
十
八
日
申
送
り

一
月

三
十
日
瑞
昌
よ

り
九

江
へ
出
発

一
月
三
十
一
日
大
象
丸
に
て
九
江
出

帆
二
月

一
日
十

一
時
漢
口
着

武
昌
に
渡
り
湯
原
部
隊
兵
結
宿
舎
泊
り

二
月

二
日
岡
本
部
隊
藤
井
部
隊
を
訪
れ
高
須
賀
秀

吉
氏

永
井
字
平
氏
に
面
会
話
し
た
夕
方
吉
野
部
隊
へ
行

き
為
数
道
三
君
に
面
会
大
塚
君
と

二
人
で
同
所

へ
宿
泊
会
談
し
た

二
月

三
日
漢
口
へ

亙
り
中

山

公
園
見
物
午
後
三
時
大
衆
丸
に
て

出
発

二
月
四
日
午
後

三
時
九
江
上
陸

二
月
五
日
午
前
十

一
時
瑞
昌
帰
着
午
後
六
時
よ
り

医
務
室
に
於
て
送

別
式

二
月
六
日
岩
切
聯
隊
へ
帰
還
申
告
午
後
六
時
よ
り
中
隊

将
校
下
士
官
の
送
別
会
を
開
く

二
月
七
日
中
隊

全
員
七
O
O
名
蛍
の
光
愛
国
行
進
曲
で

見
送
り
を
受
け
出
発
十

一
時
半
九
江
着

矢
野
義
則
古
林
英

一
吉
岡
朝
市
三
名
に

面
会
午
後
五
時
と
き
わ
丸
乗
船

二
月

八
日

安
慶
二
月
九
日
博
洋
丸
乗
船
泊
り

二
月
十
日
出
発
午
後
六
時
撫
湖
着
碇
泊

二
月

十
一
日
午
前
八
時
発
十

一
時
五
十
分
南
京
着

日
本
大
、
小
船
泊
軍
艦
紀
元
節
に
て
満
舷
色

零
時
半
上
陸
パ
ス
に
て
市
内
見
物
中
山
稜

を
見
る

二
月
十
二
日
八
時

二
十
五
分
南
京
発
列
車
で
午
後
四
時
十
五
分

上
梅
到
着

二
月
十
三
日

十
四
日
十
五
日
十
六
日
上
海
に

て
市
内
見
物
質
物

乗
船
手
続
等

鉄
道
桟
橋
に
到
り
憲
兵
隊
の
私
物
検
査

午
後
十
時
よ
り
乗
船
天
平
丸
六
0
0
0
頃
乗
組

約
三
百
名
と
共
に
病
院
術
生
部
看
護
婦

多
数
の
見
送
り
を
受
け
船
中
泊
り

航
海
中

旧
正
月
元
旦
快
晴
午
前
十
時
壱
岐
、
対
馬

を
見
る
午
後
三
時
関
門
海
峡
通
過
初

め

て
見
る
日
本
の
景
色
各
船
泊
よ
り
国
旗
を

打
振
り
迎
え
て
呉
れ
る
又
日
曜
日
で
小
学
生

や
潮
干
狩
の
子
供
が
小
さ
い
手
を
打
振
り

迎
え
て
呉
れ
る
感
極
ま
る
又
今

朝
宇
口
問

を
出
発
し
た
ら
し
い
多
数
の
出
征
兵
士
を

乗
せ
た
船
と
す
れ
違
い
に
過
ぎ
去
っ
て

行
く
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二
月

十
七
日

二
月
十
八
日

二
月

十
九
日
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杯
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百
五
・
彦
島
者
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T苅
判
定げ
す
や
，
殺
が
つ
本

γ

で
脅
宇
和
什
1

宣
告
都
者

?

足
山
す
て
い
ぞ
危dJ凶問
弁
J
B
内
，

k
d向
ず
Arr
mが
梧
列
非
ず

に
南
公
ダ
ネ

草
g
a
?者
孝
弘
前
骨
川
峰
人
々
d
f
d
M
?

中
内
在「ー
を
リ
守
M郊
外
?
会
終
ル

チ
ム
マ
泳
"
品
興
策
f

F
{
1
4小
倉
啄h粧
品
町
都
議
叶仰
ず
乞
の
ゐ一足
2

多
ヘ
マ
寺
戸
〈2T
偽
l
bえ
に
足

二
月

二
十
日

二
月

二
十
三
日

二
月

二
十
四
日

二
月

二
十
八
日

午
前
三
時
似
島
沖
着
投
錨

二
十
一
日
二
十
二
日
船
中
に
て
臨
検
又
検
疫
船
に

移
釆
消
毒
等
船
中
泊
り

午
前
九
時
よ
り
上
陸
十
時
よ
り
各
種
団
体
の

出
迎
を
受
け
運
輸
部
前
に
上
陸
税
関

窓
兵
の
点
検
を
受
け
広
島
大
手
町

松
本
旅
館
で
休
養

広
島
駅
午
前
零
時
十
分
発
列
車
で

岡
山
経
由
宇
野
よ
り
連
絡
船
午
前

七
時
三
十
分
上
陸
四
国
第

一
歩

七
時
四
十
分
高
松
発
列
車
午
前
八
時
四
十
分

善
通
寺
着
学
生
国
防
婦
人
会
各
種
団
体
の

出
迎
え
を
受
け
午
前
九
時
十
分
山
砲
隊

第
五
中
隊
に
凱
旋
す

除
隊
親
戚
部
落
の
方
々
の
お
迎
え
を

受
け
午
後
八
時
過
ぎ
帰
宅
し
た
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甘
井
清
務
氏
の
略

歴
と
そ
の
功
績
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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甘
井
氏
は
当
時
の

三
内
村
井
内
甲

一
一
八

一
番
地
の
旧
家
に
、
明
治

三
十
六
年

て
ん
び
ん

­

十
月

二
十
五
日
生
誕
。

幼
少
時
代
よ
り

、

そ
の
天
菓
の
片
鱗
が
窺
へ
ら
れ
て
長
じ

て
優
良
青
年
と
し
て

表
彰
を

受
け
ら
れ
た

。
一

大
正
十
三
年

一
月
現
役
兵
と
し
て
入
営

、

看
護
学
を
修
得
し
て
大
正
十

四
年
七

月
満
期
除
隊
し
て
帰
郷
後
、
大
正
十
五
年
台
湾
総
督
府
巡
査
を
拝
命
、
昭
和
八
年

依
願
退
職
さ
れ
た
が

、

在
職
中
は
警
察
任
務
の
外
経
験
を
生
か
し
て
現

地
の
保
健

医
療
に
従
事
し
、
現
地
住
民
の
信
望
厚
く
治
安
と
医
療
の

両
面
で
活
躍
さ
れ
た
と

聞
く

。
(氏
の
人
望
を
垣
間
見
た
想
い
が
す
る
)

帰
郷
後

、

家
を
新
築
し

、

三
内
産
業
組
合
書
記

(現
農
協
)、

森
林
組
合
役
員

、

川
内
町
議
三
期

、

日
赤
奉
仕
団
長
、
老
人
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た

。

な
お
氏
は
資

性
温
厚
に
し
て
、
地
域
開
発
に
も

貢
献
し
、
川
東
奥
地
林
道
開
発
時
に
は

、

事
務

に
精
通
し
て
い
た
た
め

、
地
元
会
計
責
任
者
と
な
り
、
現
在
の
県
道
二
百
十
号
線

及
び
、
梅
ケ
谷
林
道

、

井
内
峠
線
の
完
通
に
霊
力
し
た
。

高
齢
者
叙
勲
に
よ

り
、

の
思
命
に
浴
す
。

平
成
八
年
十
二
月
十
七

勲
六
等
瑞
宝
章
(
地
方
自

治
功
労
賞
)

日
没
。
享
年
九
十
三
歳
。

故甘井清務氏

。
。

円
ベυ

甘井氏の生家近望 (2007年 9 月 )
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における
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内モンゴル自治区

図 1 -1 保定・太原・検次方面侵攻①
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午前11 : 00 
龍荏着、休養
10. 30 
午後4:0。

陽泉渚

S 1 2 ・ 1 1 ・ B

午後4: 00 大安着11 ・ 9
午後6 : 00 西嶺着
11 .10 

、 ., 午後5 : 00 南隻子着
画 -20日まで待機

11 日戦没兵慰霊祭
13日赤痢患者輸送(検次)

ー

、

h
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司
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‘司
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h・h ・・を

ー、、
戸地 f 、

-s L F 遼寧.省
岬 ~ )l普陽

占 (奉天)
,; 

-

五を

J鎗

-
・
守

a
ｭ
ar ' 河北省

事

d 

S12. 11 .22 
南隻子より移転、太原城外

主湖鎮に冬営
27 日 勅険奉読式
12 . 12 新民政府樹立祝賀

20日伝達式
25日東付村に治療訪問

29 日 午後3: 00 太原宿営
31 日チプス発生班内消毒
S13. 1 . 1 遥賀式

宮

、

~. 

-

S12.10.27 
午後7: 30 行軍停止、

河中に~営、翌午前6: 30発

間もなく戦闘開始
10. 30 午後 10 : 00 

岩会に宿泊, , 
|S12 11 1 陽泉から平定へ。

更に 1 里先、東功村へ行軍
11 .2 午後7: 00 

東浄(調IJ石と芹泉の中間)到着

.，、 .1.l t1l iN省

11; .....,., 
" 司?

, 

S12. 11 .3 午後3 ・ 00 着

弾薬受領の為、錫泉に後退
11 ・ 4 、 5 狼谷(測石と東浄

の中聞か)に宿営 曹、 a・ -, • 
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( 813 ・ 1 ・ 13 ~ 813 ・ 6 ・ 19 ) 

: 00着野戦砲、窓備等を整理、支度し引き渡す。
午前2 : 00 北京へ帰る
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a Z F 遼寧省

... ... 藩楊

(奉天)
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. ... .. JI , 
河北省 7 

• 

S13. 1 .30 井隆から糧株輸送に随行
2 . 3 午前 1 1 : 00 入院患者護送の為石家荘に出発

.f' 
町、 -d
a--1tuf111 T 

E 
，北京
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l S 13 . 1 . 26 lf前 11 : 00 下磐石付近で本隊と合流 k ¥ ，/で

| 刊 1 日後6 日 ) _. ..... (九 点九
、，

p 
.1 iiI 庄園

...・'武，膏
廊吾川掲村)

~;章 、援事長古

S13. 1 . 14 防疫機関中につき軍医長視察
21 白井陛へ引返命令下る 25 日午後3: 00 王湖鋭を発つ t， " 

一----.---... 
S 1 3 ・ 2 ・ 17 午前 1 1 : 00 北崎口に到着 ~21 日まで滞在
2 . 2 1 午後9: 00 下社村に到着戦闘が激化
2 22 午後3: 30 麻口口に到着

J 

813 . 2.26 午後6: 00 11 8 1 3.2.25 午後3 : 00着 |
浄呂橋を経て馬家塔到着 l ・ 1 

呉減へ糧株交付 J ...~ 

山 i悶省

, 

:1" 

" 

a 
s13. 2 . 14 午後 5: 30 西南安村に到着 l 

、 \ 813.2. 1 5 正午石候鎮に到着 2 ・ 16 午後6

8 1 3 . 2.28 午前3 : 30着
同日小向善村に移動、 ~3 ・ 11 まで待機
3 . 1 2再び;分陽に移動 ~25 日まで待機
3 26 午前8: 30 出発

813.4. 1 午後 10: 00 窪家村着泊
4 ・ 2 午前8 : 00出発

戦闘の後、午後6: 00 石楼着
4 4 午後6: 00 前経村着泊

亀 | 川旧鎮付近で戦闘激化 I
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司 813.4.24 午後 4: 00 若泊、以降検次を拠点に任務遂行する。
6. 19 晋南粛清戦に参加の為、出発 五者
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内モンゴル自;台区

図 E 晋南粛清戦
( S 13 ・ 6 ・ 1 9 r-..J S13 ・ 8 ・ 23 ) 
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震県移動中、許可店付近で戦闘
S 1 3.6.30 南関鎖清, [813 . 7 . 1 午竿5: 30若泊 l

n 

-, . .,.,. 

a 

-

a

，
市

-

F

h
 

-直
下

‘
、

‘
司

、

h
E
 

• 

813 . 7 . 4 午後5 : 00着、域外泊

7 5 午前7: 00発
も

813.7. 17 午前1 ・ 00渚

-21 日まで検水銀を往復しつつ任務に就く 。
7 ・ 31 出発、臨治方面へ引き返す。
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813. 7 . 8 午後 12 : 00着 一時間後出発 |司

30分後東湯村到着。 ここを拠点に3 日間 1.... ""ij " 
戦闘に参加。 新庄を往復する。 I 宅 圃 J海

813. 7 . 13 午前2: 00着、午前日: 00発 1 , 
以降、 -20 日まで南関湾、玉村鎮、問杏村を転戦。 I .; • 
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安徽省

河南省
1 . 31 九江出帆, I 再び漢口へ

I 2. 1 11 : 00 漢口着武
畠滞在、観光ののち
2 . 3 午後3: 00 
渓口を発つ

2 ・ 4 九江上陸
2 . 5 午前11 : 00 

瑞昌帰着
午後6 : 00 送別会
2 . 7 中隊700名に

見送られ、瑞昌出発
11 : 30 九江出帆

hT再三、 't手評
リミ詩人司ー、

、唱、

813.10. 6 ~17 
田歩荘、大激戦を展開 府

切
往
必
吋

813. 10. 18 
患者輸送

1 0 . 2 1 戚北関、上底

を経て上桂堂惹
10 . 24 慰霊祭

813. 12. 12着
12 . 15 慰霊祭
12. 16 衛生伍長任命 :
814. 1 . 28 ・, ~ 交代衛生兵に申送り
1 .30 , =.. 九江へ出発(大衆丸) ... .F 

h, 
晶
『J
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江 jJ可省813.10.25-12.9 
上桂堂に駐留

上班、 成北関、大提圏、
三塁E橋へ輸送業務

若渓、合掌街、洗脚橋
を経て瑞畠へ向う

g園田., 

~ 

-・・・・ ・……小 l
2 . 17 ・

午後 1 0: 00 
天平丸に乗船

岡山より連絡船、
高松より列車にて
2.24 午前9: 10 : • 
善通寺に帰着 . . 
2. 28 ; I 

除隊、帰宅 :.1... 
i : 8 13.8 26 : 
I ・ 午前 1 : 30 : 
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内
の
浄
瑠
璃
と
佐
和
利
の
こ
と



「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
」
の書
出
に
初
ま
る
旧
川
内
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
編
「
ふ
る
里
の
記
録
」
の
一
節
に
、
我
が
井
内
の
「
大
根
木
口
に
小
梶
太
夫
が
い
た

。

本
名
を
東
未
次
と
呼
び
若
い
頃
か
ら
大
阪
で
修
行
し
帰
っ
て
か
ら
は
、
阿
波
源
之
丞

に
加
わ
り
、
専
属
太
夫
と
し
て
関
西
各
地
を
廻
る
と
い
う
全
く
の
プ
ロ
で
あ
る
。

初

め
は
梶
登
太
夫
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
後
に
師
匠
の
名
を
継
ぎ
三
代
小
梶
太
夫
と
改

め
る
。

透
き
通
る
大
き
な
声
で
「
伊
勢
音
頭
油
屋
の
段
」
と
か
、
「
嬢
景
清
日
向
島

の
段
」
を
得
意
と
し
、
ま
た
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

川
内
町
誌
人
物
小
伝
に
も
記
述
あ
り
、
晩
年
に
は

素
人
浄
瑠
璃
の
師
匠
と
し
て
、

浄
瑠
璃
愛
好
家
を
指
導
し
た
と
さ
れ
る

。

明
治
中
期
よ
り
、
大
正
昭
和
初
期
ま
で
は
素
人
浄
瑠
璃
が
各
地
で
盛
ん
に
語
ら
れ

た
と
聞
く
。

我
が
井
内
に
お
い
て
も
、
小
梶
太
夫
の
存
在
が
地
方
愛
好
者
に
と
っ
て

好
条
件
で
あ
り
、
多
々
の
語
手
が
育

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

。

我
或
る
親
族
の
会
合
に
て
、
久
し
振
り
の
顔
合
せ
と
、
心
易
す
さ
も
あ
り
話
も
弾

み
雑
談
し
て
い
る
聞
に
、
そ
の
家
の
先
代
が
浄
瑠
璃
好
き
で
、
師
匠
を
家
に
住
込
ま

せ
て
稽
古
す
る
懲
り
よ
う
で
あ

っ
た
。

隣
人
組
中
の
者
も
毎
夜
の
よ
う
に
練
習
し
た
事
な
ど
に
話
が
移
り
、
当
主
が
祖
父

の
語
っ
た
浄
瑠
璃
本
等
を
、
座
に
持
出
し
た
中
に
佐
和
利
集
な
る

一
冊
が
あ
り
、
我

も
脱
気
な
記
憶
が
あ
り
借
受
け
て
持
帰
っ

た
も
の
の
、
浄
瑠
璃
本
は
さ
っ
ぱ
り
読
め

ず
、
然
し
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
と
思
い
、
永
田
栄
新
東
温
市
立
歴
史
民
俗
資

料
館
長
(
当
時
)
に
依
頼
し
た
処
、
数
日
後
に
指
導
を
受
け
て
解
読
す
る
こ
と
が
出
来

た
別
紙
三
題
で
あ
る
。

佐
和
利
と
は
、
「
広
辞
苑
」
に
よ
れ
ば
「
義
太
夫
節
以
外
の

節
を
取
入
れ
た
箇
所
、
転
じ
て
曲
中
で
最
も
聴
き
処
と
さ
れ
て
ゐ
る
部
分
、

:
:
:

L

と
記
さ
れ
て
あ
り
、
井
内
の
小
梶
太
夫
の
こ
と
と
重
ね
合
せ
、
「
井
内
む
か
し
話
」

の

一
編
に
加
え
た

。

当
時
は
勿
論
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
も
な
く
、
農
村
歌
舞
伎
、
人
形
芝
居
な
ど

観
る
事
も
稀
で
あ
り
、
青
壮
年
若
者
た
ち
の
唯
一
の
娯
楽
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

。

以
下
別
紙
と
し
た
、
佐
和
利
の
三
編
を
紹
介
し
よ
う
。

前
段
の
解
読
文
に
つ
い
て
は

下
坂
憲
子
学
芸
員
の
寄
稿
を
戴
い
た

。
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し
ん
ば
ん
う
た
ざ
い
も
ん

『
新
版
歌
祭
文
』安
水
九

(
一
七
八
O
)
年
初
演
。

作
/
近
松
半
二

上
下
二
巻

(上
座
摩
社
の
段
、
野
崎
村
の
段

)

(下
長
町
の
段
、
油

屋
の
段
)

(
一
七O
八
)
年
正
月
に
起
こ
っ
た
心
中
事
件
を
題
材
に
し
た
人
形
浄
増

璃
。
和
泉
の
武
士
・
相
良
丈
大
夫
の
遺
児
久
松
と
油
屋
の
娘
お
染
の
悲
恋
を
主
軸

宝
永
五

に
、
複
雑
に
織
り
交
ぜ
ら
れ
た
人
間
関
係
の
悲
哀
を
描
い
た
「
お
染
久
松
物
」
の

代
表
作
と
し
て
人
気
の
高
い
作
品
。
と
り
わ
け
上
巻
「
野
崎
村
の
段
」
は
最
も
優

れ
て
お
り
、
歌
舞
伎
で
も
多
く
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
野
崎
村
の
段』

(
前
段
の
梗
概
)
父
の
死
後
、
乳
母
の
兄
・
久
作
に養
育
さ
れ
た
久
松
は
、
油

- 48 -

屋
の
丁
稚
と
な
る
が
、
同
僚
の
下
人
・
小
助
の
好
計
に
陥
り
、
店
の
金
を
騎
し

取
ら
れ
て
し
ま
う
。

店
を
追
わ
れ
、
小
助
と
と
も
に
野
崎
村
に
帰
郷
し
た
久
松

。
養
父
・
久
作
は

脅
す
小
助
に
金
を
渡
し
て
帰
し
、

妻
の
連
れ
子
・
お
光
と
夫
婦
に
な
る
こ
と
を

勧
め
る
。

し
か
し
、
さ
っ

そ
く
婚
礼
の
支
度
を
整
え
る
お
光
の
も
と
へ
、
久
松

を
追
っ

て
き
た
お
染
が
現
れ
る
。

お
染
の
手
前
、
お
光
を
隠
し
た
久
松
へ
槌
り

付
い
て
懇
願
す
る
お
染
。
そ
の
言
葉
に
心
中
を
決
意
す
る
お
染
久
松
。

養
父
の

説
得
に
も
揺
る
が
ず
、
密
か
に
覚
悟
を
固
め
た
二
人
の
心
を
知
っ
た
お
光
は
尼

と
な
る

。

そ
の

姿
に
悲
嘆
に
暮
れ
る
一
向
。

お
染
を
追
っ

て
来
た
油

屋
の
後
家

・

お
勝
も
お
光
の
犠
牲
に
感
激
し
、
久
松
と
お
染
を
連
れ
帰
る
こ
と
に
す
る
。

久

作
親
子
が
見
守
る
な

か
、
世
間
を
は
ば
か
る
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
駕
箆
と
舟
で

江
戸
に
旅
立
つ
の
で
あ
っ
た
。

※

『
佐
和
利
集
』
収
録
部
分
は
、
久
松
を
追
っ

て
来
た
お
染
の
台
詞
部
分
で
あ

る
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新
版
歌
祭

野
崎
村
之
段

し
ん
ぱ
ん
う
た
ざ
い
も
ん

新
版
歌
祭
文

の
ざ
き
む
ら

野
苛
寸

4

わ

凡
又

E
3
d
H
4
4
0

F
rf
 

そ
の
間
お
そ
し
と
欠
入
る
お

ま

そ
の
間
遅
し
と
か
け
入
る
お

染
逢
た
か
っ
た
と
久
松

染
「
逢
い
た
か
っ
た
」
と
久
松

に
鎚
り
付
ば
ア
ミ
コ
レ
聾
が
高

に
鎚
り
付
け
ば
、
(
久
松
)
「
ア
ア
コ
レ声
が
高

ふ
ご
ざ
り
ま
す
思
ひ
が
け

う
ご
ざ
り
ま
す

。

思
い
が
け

な
い
此
所
へ
は
ど
ふ
し
て
訳
を

な
い
こ
こ
へ
は
ど
う
し
て
、

訳
を

聞
し
て
J
\

と
問
れ
て
漸

聞
か
し
て
ノ
\
」
と

。

(
お
染
)
問
れ
て
漸
く

顔
を
上
訳
は
そ
っ
ち
に

顔
を
上
げ
、
「
訳
は
そ
っ
ち
に

覚
へ
が
有
ふ
わ
し
が
事
は
思

び
切
山
家
屋
へ
嫁
入
せ

《江.

見

え

が
有

山主 ろ
家が う
屋ゃ 0 

I~ =司

区わ

文し
りが
せ 事

は
回
ベJ日

い
切
り
、

い
と
の
こ
し
て
お
き
ゃ
っ
た

い
』
と
、
(
久
松
が
)
残
し
て
置
き
ゃ
っ
た

コ
レ
此
文
そ
な
た
は
思
ひ
切

コ
レ
こ

の
文
、
そ
な
た
は
思

い
切
る

気
で
も
わ
し
ゃ
な
ん
ぼ
で

気
で
も
、
わ
し
ゃ
な
ん
ぼ
で

も
得
切
ら
ぬ
あ
ん
ま
り
逢

も
得
切
ら
ぬ

。

あ
ん
ま
り
逢
い

q
L
 

Fh
υ
 

た
さ
な
つ
か
し
さ
勿
排
な

た
さ
な
つ
か
し
さ
、
勿
体
な

い
事
な
が
ら
観
音
様
を
か

い
事
な
が
ら
観
音
様
を
か

こ
つ
け
て
逢
に
来
た
や
ら

南
や
ら
知
ら
ぬ
在
所
も
い
と

南こ
やつ
らけ
、て

知
ら逢
ぬい
在t に
所k 来
もた
厭や

ら

い
は
せ
ぬ
こ
人
一
所
に
添

うし、

なは
らせ
飯E ぬ
も。

炊二
こ人
フー

し所

織添
り

ふ
な
ら
ま
ミ
も
炊
ふ
し
お
り

つ
む
ぎ
ど
ん
な
貧
し
い
暮

紡
ぎ
、
ど
ん
な
貧
し
い
暮
ら
し

で
も
わ
し
ゃ
嬉
し
い
と
思

で
も
、
わ
し
ゃ
、
嬉
し
い
と
思

ふ
物
女
の
道
を
そ
む
け
と
は

う
も
の

。

女
の
道
を
背
け
と
は
、

聞
ぬ
は
い
の
胴
欲
と
う

ど
う
よ
く

聞
え
ぬ
わ
い
の
胴
欲
」
と
、
恨

ら
み
の
た
け
を
ゆ
ふ
ぜ
ん
の

み
の
た
け
を
友
禅
の
、

振
の
た
も
と
に
北
時
雨
は

振
り
の
扶
に
北
時
雨
、
暗

れ
聞
は
さ
ら
に
な
か
り
け
り

れ
間
は
さ
ら
に
な
か
り
け
り
。



か
な
な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
寛
延
元

(
七
四
七

)
年
初
演
。

し
よ
う
ら
く
な
み
さ
せ
ん
り
ゅ
う

作
/
竹
田
出
雲

・

三
好
松
洛

・

並
木
千
柳
の
合
作

。

十

一
段
。

第
一

第
四

第
七

第
九

鶴
岡
の
饗
応

来
世
の
忠
義

大
臣
の
錆
万

山
科
の
雪
転

第第第第
十八 五 二

諌
言
の
寝
刃

第
=

恩
愛
の
二
玉

第
六

道
行
旅
路
の

嫁
入

発
足
の
櫛
拝
第

十

恋
歌
の
意
趣

財
布
の
連
判

合
印
の
忍
児

元
禄
十
四
(

一
七
O

一
)
年
三
月
十
四
日
、
江
戸
城
本
丸
松
の
廊
下
で
の
刃
傷
事

件
、
元
禄
二
ハ
(
一
七
O
三
)
年
十
二
月
十
四
日
深
夜
、
赤
穂
浪
士
に
よ
る
吉
良

上
野
介
邸
の
仇
討
ち
を
題
材
に
し
た
人
形
浄
瑠
璃
。

い
わ
ゆ
る
「
忠
臣
蔵
物
L

の

代
表
作
で
、
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
『
義
経
千
本
桜
』

と
と
も
に
、
浄
瑠
璃
の

三
大

名
作
と
し
て
数
え
ら
れ
る
。
『
仮
名
手
本
1

』

で
は
、
物
語
の
舞
台
を

室
町
(
南

北
朝
)
時
代
に
設
定
し
、
浅
野
内
匠
頭
と
吉
良
上
野
介
を
『
太
平
記
』

の
塩
谷
判

円
べu

に
、

υ

官
と
高
師
直
に
置
き
換
え
、
塩
谷
判
官
の
妻
・
顔
世
御
前
を
め
ぐ
る
横
恋
慕
の
エ

ピ
ソ
l

ド
を
刃
傷
沙
汰
に
い
た
る
遺
恨
と
し
て
設
定
し
て
い
る

。
創
作
の
部
分
も

多
い
が
、
塩
谷
家
の
国
家
老
・
大
星
由
良
之
助
の
モ
デ
ル
が
大
石
内
蔵
助
な
ど
、

実
在
の
人
物
や
風
間
、
逸
話
を
お
お
い
に
取
り
込
ん
で
描
か
れ
て
い
る

。

い
ん
か
ゆ
を
こ
か
し

『
山
科
隠
家
の
段
(
山
科
閑
居
の
場
、
山
科
の
雪
転
な
ど
)
』

(
前
段
の
梗
概
)
大
星
由
良
之
助
の
子
息
・
力
弥
と
加
古
川
本
蔵
の
娘

・
小
浪

は
許
婚
の
間
柄
。

し
か
し
足
利
城
松
の
間
で
の
刃
傷
事
件
以
来
、
両
家
の
関
係

は
断
絶
同
然
と
な

っ

て
し
ま
う

。

由
良
之
助
に
と
っ
て
、
高
師
直
に
斬
り
か
か

る
塩
谷
判
官
を
止
め
た
本
蔵
は
、
今
や
本
懐
を
遂
げ
ら
れ
な
か

っ
た
主
君
の
敵

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
相
思
相
愛
の
力
弥
と
小
浪
。

娘
を
思
う
後
妻

の
戸
無
瀬
は

、

主
人
の
万
を
携
え

、
加
古
川
家
の
代
理
と
し

て
、
大
星
親
子
に

見
え
る
べ
く
小
浪
と
と
も
に
旅

立
つ
。



雪
の
中
、
大
星
家
に
辿
り
着
い
た
戸
無
瀬
と
小
浪
。

戸
無
瀬
は
、
由
良
之
助

の
妻
・
お
石
に
力
弥
と
の
祝
言
を
頼
む
も
の
の
、
「
金
銭
で
師
直
に
取
り
入
る

本
蔵
の
娘
な
ど
嫁
に
で
き
な
い
」
と
拒
絶
さ
れ
る
。

夫
に
申
し
訳
が
立
た
な
い

戸
無
瀬
は
、
娘
と
も
ど
も
自
害
し
よ
う
と
す
る
が
、
三
方
を
携
え
て
現
れ
た
お

石
に
止
め
ら
れ
る
。

無
慈
悲
に
も
、
お
石
は
戸
無
瀬
に
「
こ
の
上
に
本
蔵
の
首

を
載
せ
た
ら
祝
言
を
認
め
よ
う
」
と
言
い
放
つ。
無
理
難
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
、

途
方
に
暮
れ
る
戸
無
瀬
。

す
る
と
そ
の
前
に
、
虚
無
僧
に
身
を
や
つ
し
た
本
蔵

が
現
れ
、
お
石
に
向
か
っ
て
大
星
親
子
を
罵
倒
す
る
。

怒
っ
た
お
石
は
槍
を
手

に
本
蔵
に
打
ち
か
か
る
が
、
た
ち
ま
ち
に
組
み
敷
か
れ
て
し
ま
う
。

す
る
と
奥

か
ら
力
弥
が
現
れ
て
、
槍
で
本
蔵
を
突
く
。

さ
ら
に
、
止
め
を
刺
そ
う
と
す
る

力
弥
を
制
し
、
「
さ
ぞ
本
望
で
ご
ざ
ろ
う
」
と
本
蔵
に
声
を
か
け
、
由
良
之
助

が
つ
い
に
姿
を
現
す
。

本
蔵
は
小
浪
の
祝
言
の
た
め
に
、
力
弥
に
あ
え
て
自
ら

瀕
死
の
本
蔵
に
雪
で
作
っ
た

二
つ
の
五
輪
塔
を
見
せ
、
決
死
の
覚
悟
で
の
討
ち

A

吐
-LIU 

を
討
た
せ
た
の
で
あ
る
。

娘
を
思
う
本
蔵
の
心
意
気
を
理
解
し
た
由
良
之
助
は
、

入
り
を
告
白
す
る
。

喜
ん
だ
本
蔵
は
、
高
師
直
邸
の
見
取
図
を
由
良
之
助
に
託

し
息
を
引
き
取
る
。

由
良
之
助
は
本
蔵
の
虚
無
僧
の
装
束
を
身
に
ま
と
い
、
堺

を
目
指
し
旅
立
つ
の
で
あ
っ
た
。

※ 

『
佐
和
利
集
』
収
録
部
分
は
、
お
石
の
拒
絶
の
言
葉
を
受
け
「
他
に
嫁
入
り

す
る
気
は
な
い
か
。

」
と

尋
ね
た
、
戸
無
瀬
に
対
す
る
小
浪
の
台
詞
で
す

。



「
「
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仮
名
手
本
忠
臣
蔵

山
科
隠
家
九
ノ
段

で
ほ
ん
も
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

や
ま
し
な
い
ん
か

山
科
隠
家
九
の
段

ア
ノ
母
様
の
胴
慾
な
事
お

小
浪
)
「
ア
ノ
母
様
の
胴
欲
な
事
お

っ
し
ゃ
り
ま
す
国
を
出
る

っ
し
ゃ
り
ま
す

。

国
を
出
る

折
と
三
醸
の
お
っ
し
ゃ
っ
た

折
父
様
の
お
っ
し
ゃ
っ
た

た
は
浪
人
仕
て
も
大
星

は
、
浪
人
し
て
も
大
星

力
弥
行
義
と
い
ひ
器

量

と力
し、弥
し、 。

行
仕儀
合と
せい
ない
聾空 器
を 量
取

と
云
仕
合
せ
な
聾
を
取

た
員
女
両
夫
に
ま
み

っ
た

。

貞
女
両
夫
に
ま
み

又
の
殿
御
を
設
な
よ
主

有又え
るのず
女殿お
の御ご 嘗E
不ふ をえ
義ぎ 設 3 夫
同 f くに
前f な別
よれ
。て

主2 も
レ 、

必
ず
/
\
、

へ
ず
嘗
夫
に
別
れ
て
も

有
女
の
不
義
同
前
必
為

寝
覚
に
も
殿
御
大
事

寝
覚
め
に
も
殿
御
大
事

を
忘
る
為
な
由
良
之
助

を
忘
る
る
な
。
由
良
之
助

夫
婦
仲
睦
じ
い
辿
あ
じ

や夫
ら婦
に仲
も睦
惰: ま
気き じ
Iまし、

しと
して

あ
じ

O
O
 

Fh
u
 

夫
婦
の
衆
へ
孝
行
尽
し

夫
婦
の
衆
へ
孝
行
尽
く
し

、

ゃ
ら
に
も
惰
気
ば
し
し

て
去
ら
る
ミ
な
案
ぜ
う
か

て
去
ら
る
る
な

。

案
じ
よ
う
か

辿
隠
さ
ず
と
懐
姫
に

と
て
隠
さ
ず
と
、
懐
妊
に

成
た
ら
早
速
に
知
ら
せ

成
っ
た
ら
、
早
速
に
知
ら
せ

て
く
れ
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
れ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
を
わ
た
し
ゃ

J

、
ょ
ふ

覚た
えを
て
居わ
るた
。 し

去や

完く
てよ
逝 い う
ん

覚
へ
て
居
る
去
ら
れ
て
逝

で
と
為
様
に
苦
に
苦
を
か

で
、
父
様
に
苦
に
苦
を
か

け
て
ど
ふ
い
ふ
て
マ
ど
ふ
云

け
て
、
ど
う
い
う
て
、

マ
ど
う
云
い

訳
が
有
ふ
共
力
弥
様
よ

訳
が
有
ろ
う
と
も
、
力
弥
様
よ

り
外
に
余
の
殿
御
わ
し

り
外
に
、
余
の
殿
御
、
わ
し
ゃ

や
否
い
や
ノ
、
ノ
、
と
一
筋
に

否
い
や
/
\
/
\

」

と

恋
を
立
抜
心
根
を

一
筋
に
、
恋
を
立
て
抜
く
心
根
を

。
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るる
玖次

第

也

1
1
よ

円h
u



宝
入
舟

松
づ
く
し

宝
入
舟

松
尽
く
し

豊
な
る
歌
い
は
や
せ
や

豊
な
る
歌
い
は
や
せ
や

御
代
の
春
一
本
目
に
は

御
代
の
春
、
一
本
目
に
は

池
の
松
二
本
目
に
は
庭

池
の
松
、
二
本
自
に
は
庭

の
松
三
本
目
に
は
さ
が
り
松

の
松
、
三
本
目
に
は
さ
が
り
松

岡
本
目
に
は
滋
賀
の
松

四
本
目
に
は
志
賀
の
松
、

五
本
目
に
は
五
葉
の
松

五
本
目
に
は
五
葉
の
松

、

六
つ
昔
は
高
砂
や
お
の
ゑ

六
つ
昔
は
高
砂
や
、
尾
上

の
松
や
そ
ね
の
松
七
ほ
ん

の
松
や
曽
根
の
松
、
七
本

め
に
は
姫
こ
松
八
本
目

目
に
は
姫
小
松
、
八
本
目

に
は
浜
の
松
九
つ
こ
松
を

に
は
浜
の
松
、
九
つ
小
松
を

植
な
ら
べ
十
で
豊
国
の

植
え
な
ら
べ
、
十
で
豊
国
の

上
の
松
に
て
情
有
聞
の

上
の
松
に
て
、
情
有
聞
の

つ
U

ハh
u

伊
勢
の
松
此
の
松
は
最

伊
勢
の
松
、
こ
の
松
は
最

松
が
枝
の
く
ど
け
ば
な
ぴ

松
が
枝
の
、
く
ど
け
ば
な
び

く
相
生
の
松
又
い
つ
ノ
\

く
相
生
の
松
、
又
い
つ
/
\

の
約
束
を
日
を
待
時
待

の
約
束
を
、
日
を
待
つ
時
待
つ

暮
を
松
連
理
の
松
に

暮
を
松
、
連
理
の
松
に

契
り
を
込
め
福
大
国
は

契
り
を
込
め
、
福
大
国
は

満
歳
な
目
出
た
か
り
け
る

満
歳
な
、
目
出
た
か
り
け
る

次
第
也

次
第
也

。





井
内
地
区
は
市
内
で
は
中
山
間
部
に
属
し
、
総
じ
て
準
急
傾
斜
地
帯
で
あ
り
、
古

ひ
ら

来
よ
り
屋
敷
(
宅
地
)
造
成
は
石
垣
を
巡
ら
し
平
地
と
な
し
、
半
切
半
盛
と
で
も
云

う
べ
き
か
、
略
図
の
如
く
造
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

裏
石
積

れ
る
。

当
大
平
地
区
は
古
屋
敷
跡
も
点
々
と
残
り
、
当

地盤

断面図

地
の
古
老
の
父
親
よ
り
聞
い
た
話
し
で
は
、
明
治

中
期
頃
に
は
二
十
四
戸
在
住
せ
し
が
、
今
は
十
戸

と
な
り
、
往
時
の
繁
栄
振
り
が
窺
へ
る
。

の
ど
か

少
し
昔
ま
で
は
各
所
に
炭
焼
が
ま
が
あ
り
、
そ
の
煙
が
長
閑
な
山
里
の
処
ろ
ど
こ

ろ
に
立
ち
込
め
て
、
山
村
な
ら
で
は
の
、
忘
れ
ら
れ
な
い
風
物
詩
で
あ
っ
た
。

世
の

移
り
変
り
に
よ
り
、
炭
の
需
要
が
激
減
し
て
、
井
内
地
区
に
お
い
て
も
、

一
ヶ
処
の

み
と
な
り
当
地
区
の
K

氏
宅
の
下
傾
面
を
利
用
し
て
炭
が
ま
を
築
き
、
奥
行
約

三
米
、

巾
二

・

五
米

、

高
さ
一

ノ\

米

規の
模、

の本
も格
の的
カぎ な

あ昔
るに
。 劣

今ら
はな
主Z い

に
竹
を
焼
き
、
竹
炭
と
し
て
多

面
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

又

雑
木
類
も
陰
切
り
材
や
、
道
路

の
支
障
木
な
ど
を
集
め
て
、
年

中
近
隣
の
人
達
も
利
用
し
て
重

宝
さ
れ
て
い
る
。

当
地
は
前
述
の
如
く
山

里
で

あ
り
、
井
内
橋
の
発
祥
の
地
と

し
て
、
米
作
を
凌
ぐ
換
金
作
目

で
あ
り
、
気
候
、
風
土
に
も
恵

ま
れ
、
先
覚
者
北
川
徳
次
郎
翁
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の
偉
業
を
受
継
ぎ
、
地
元
栽
培
者
の
努
力
の
結
果
と
し
て
、
将
に
適
地
適産
と
謂
ふ

べ
き
か
、
特
に
日
持
ち
も
よ
く
、
松
山
市
場
及
び
県
外
に
も
出
荷
さ
れ
好
評
で
あ
り
、

天
与
の
作
目
と
し
て
、
地
域
に
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
話
し
を
石
垣
に
戻
す
が
、
石
垣
は
又
田
園
風
景
の
一
ツ
を
な
す
棚
田
が
あ
り
、

当
地
の
棚
田
風
景
は
、
校
区
の
西
谷
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
の
表
紙
と
な
っ

て
居
る

井
内
の
山
里
を
彩
る
記
念
す
べ
き
事
で
あ
る
。

今
回
尋
ね
た
石
垣
は
大
平
上
ノ
壇
に
あ
る
K

家
の
石
積
で
あ
る
。

先
々
代
時
に
地

元
産
石
、
此
の
地
方
で
は
黒
石
と
云
う
安
山
岩
を
木
馬
に
積
み
、
牛
に
引
か
せ
て
運

ん
だ
と
聞
く
。

当
時
の
道
巾
は
狭
く
急
坂
な
処
も
あ
り
、
石
集
め
に
も
、
大
変
な
労

力
を
要
し
た
と
思
う
。

宅
地
は
三
百
六
十
坪
余
、
石
積
の
長
さ
約
六
十
六
米
、
高
い
処
は
約
七
米
、
平
均

高
六
・
五
米
、
約
四
百
平
方
米
余
り
あ
り
、
積
石
だ
け
で
も

二
千
個
を
超
え
る
と
推

K 氏の石垣 (手前林道。 根石は林道面より約 2 米下にあり ) (2007年 7 月 )

定
さ
れ
る
。

に
d

ρ
h
u
 

明
治
末
期
頃
よ
り
工
を
起

し
、
大
正
五
年
頃
に
完
成
し
た

も
の
で
あ
る
と
聞
く

。

野
面
積
で
あ
り
、
宅
地
下
の

林
道
上
に
釜
え
る
。

石
組
の

ツ

一
ツ
を
見
て
も
素
人
技
と
は

思
え
ぬ
積
方
で
あ
り
、
根
入
、

控
へ
も
深
く
栗
石
も
多
く
使
わ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

平
み

も
な
く
隅
石
に
な
る
部
分
も
湾

曲
に
積
み
宅
地
と
し
て
の
利
便

性
を
考
慮
し
た
積
方
と
思
わ
れ

る
。



あ
の
う
し
ゅ
う

石
積
工
の
名
手
、
大
津
市
無
形
文
化
財
、
穴
太
衆
十
三
代
目
当
主
で

、

昭
和
五
十

八
年
吉
川
英
治
文
化
賞
を
受
彰
さ
れ
た
栗
田
万
喜
三
氏
(
故
人
)

の
コ
メ
ン

ト

と
し

て
、
「
石
の
声
を
聴
け、

そ
れ
ぞ
れ
の
石
が
そ
こ
、
こ
こ
に
す
わ
り
た
い
な
ど
云
っ
て

い
る
」
某
新
聞
記
事
を
想
い
出
す
。

K

氏
の
石
積
を
見
た
と
き
、
ふ
と
頭
に
浮
ん
だ
。

九
十
余
年
の
風
雪
に
耐
え
、
凍
と
し
て

、

狂
い
、
平
み
も
な
く
、
今
後
も
井
内
の
山

里
を
見
守
っ

て
呉
れ
る
も
の
と
思
う

。

そ
の
近
く
の
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
に
「
と
う
ば
ん
さ
ん
」
が
あ
る
。

J11 
内
町

誌
よ

り
)
大
平
井
内
の
大
平
に
あ
っ
て
、
戒
能
氏
の
旗
下
の

一
将

、

大
平
新
左
衛
門

尉
の
お
墓
だ
と

云
わ
れ
、
「
お
べ
つ
じ
」
と
云っ
て

、

毎
年
盆
彼
岸
に
大
平
組
の
人

達
が
「

お
は
ぎ
」
等
を
持
っ
て
集
ま
り
、
参
詣
、
念
併
す
る
行
事
で
あ
る
。

蓋
し
、
「
と
う
ば
ん
さ
ん
」
は
塔
婆
様
で、「
お
べ
つ
じ
L

は
御
別
時
念
仰
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

大
平
組
の
由
緒
の
一
端
が
窺
え
る
。
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大平地区高所にある 「と うはんさん」



寅
さ
ん
物
語
(
追
想
)



そ
れ
は
も
う
大
分
昔
の
話
し
で
あ
る
。

昭
和
の
初
め
の
頃
の
こ
と
を

、

思
い
出
し

て
童
田い
て
み
よ
、
っ
。

井
内
の
庄
屋
元
と
云
う
処
で
、
県
道
の
南

側
に
、
三
聞
に

二
間
位
の
棟
割
長
屋
の

東
の
家
に
「
寅
さ
ん
」
と

云
う
気
前
の
優
し
そ
う
な
、

一
人
の
爺
さ
ん
が
住
ん
で
居

た
。
(子
供
心
に
は
爺
さ
ん
と
見
え
た
が
今
に
し
て
思
え
ば
五
十
才
前
後
で
あ
っ
た

ろ
う
?
正
式
な
名
字
も
名
前
も
分
ら
な
い
、
今
は
知
っ
た
人
も
居
な
い
。

)

私
が
小
学
生
三
、
四
年
生
の
頃
の
こ
と
だ
が
、
学
校
か
ら
帰
る
途
中
で

、

寅
さ
ん

う
ち

の
家
へ
寄
っ
て
家
の
前
に
井
手

(水
路
の
こ
と
)
が
流
れ
て
居
た
。
そ
の
井
手
に「
う

な
ぎ
(
鰻
)」
を
飼
う
箱
が
浸
け
で
あ
っ
た
。

「
寅
さ
ん
う
な
ぎ
見
せ
て
や
」
「
見
て
も
か
ま
ん
が
に
が
さ
ん
よ

う
に
せ
l

よ

」
と

云
い
な
が
ら

、

板
戸
の
隙
聞
か
ら
覗
き
な
が
ら
に
た
に
た
笑
っ
て
い
た
。

一
尺
に
二
尺
高
さ
が
六
寸
位
の
う
な
ぎ
箱
で
横
に
は
小
さ
な
穴
が
い
く
つ
も
あ

が
這
入
る
位
の
間
隔
で
釘
で
止
め
で
あ
っ
た
。

箱
が
浮
か
な
い
よ
う
に
重
い
石
が
置
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り
、
箱
の
上
三
分
の

一
位
が
板
で
開
く
よ
う
に
な
っ
て
居
り
残
り
の
部
分
は
竹
で
指

い
で
あ
っ
た

。

覗
い
て
見
る
と
箱
が
水
を
せ
き
止
め
て

、

う
な
ぎ
を
飼
ふ
に
は
充
分

な
広
さ
が
あ
り
、
薄
黒
光
り
の
す
る
う
な
ぎ
が
、
二

、

三
匹
う
ね
く
ね
箱
の
縁
を
廻
つ

て
い
た
。

寅
さ
ん
の
得
意
顔
が
浮
ん
だ
。

う
な
ぎ
は
ア
ゴ
の
処
を
。
フ
カ
プ
カ
し
て
頭

が
大
き
く
目
は
白
黒
く
光
っ
て
い
る

よ

う
に
見
え
た
。

子
供
心
に
物
珍
ら
し
く
鮮
烈

に
映
っ
た
。

何
回
見
て
も
見
飽
か
な
か
っ
た
。

か
わ
り
ょ
う
や
ま
り
ょ
う
く
ら
し

寅
さ
ん
は

、

夏
は

川
漁
、
冬
は
山
漁
を
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。

土
地
の
一

歩
も
な
く
裸
一
貫
で

一
人
暮
し
と
は
云
え
、
今
時
と
違
っ
て
、
生
活
保
護

、

健
康
保

険
制
度
な
ど
全
く
な
く
、
生
活
福
祉
面
で
は
雲
泥
の
差
が
あ
っ
た

。

そ
れ
が
当
り
前
の
よ
う
な
世
間
の
中
を
生
き
抜
く
こ
と
は
並
大
抵
の
事
で
は
な

、
品
、
ノ
屯
F

一
O

，
刀
て
ナ
人

お
か
ず

普
通
の
農
家
で
も
当
時
は
麦
飯
(
半
麦
飯
と
云
っ
て
麦
五
合
米
五
合
)
、
副
食
も

質
素
な
も
の
で
あ
り

、

子
供
の
学
校
で
の
弁
当
な
ど
も
麦
が
混
り
梅
干
に
少
々
の
オ



カ

、
ス、

日
の
丸
弁
当
と
云
わ
れ
て
居
た
時
代
に
、
寅
さ
ん
は
白
飯

(米
の
飯
)
に
、
っ

な
ぎ
、

小
魚
の
焼
い
た
の
を
食
べ
て
居
た

。

見
て
い
る
と
自
然
に
口
の
中
に
つ
ば
が

す
い
ぜ
ん

出
た
。

垂
涯
と
云
う
の
、
だ
ろ
う
か
。

薄
暗
い
家
の
中
で
十
シ
ョ
ク
位
の
裸
電
球
居
間

の
片
隅
に
は
、
万
年
床
と
云

っ

た
生
活
で
あ
っ
た
。

食
生
活
が

一
番
で
あ
り
、
こ
の

て
ず
る

よ
う
な
生
活
が
出
来
る
の
も

一
つ
の
手
蔓
が
あ
っ
た
。

そ
の
頃
造
り
酒
屋
を
し
て
い

し
じ
ゅ
う

た
主
人
が
始
終
に
寅
さ
ん
の
釣

っ
た
鰻
を
買
っ

て
呉
れ
て
、
そ
の
代
金
が
わ
り
に
充

分
な
白
米
を
貰
っ
て
居
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
。

寅
さ
ん
は
酒

屋
の
主

人
に
、
夏
は
う
な
ぎ
、
冬
は
兎
の
肉
等
を
買
っ

て
も
ら
っ
て
居
た
よ
う
で
あ
る
。

寅

さ
ん
は
酒
屋
の
主
人
を
旦
那
と
云
っ
て
居
た
。

と
し
な
ん
ぼ
お
な
い
ど
し

「
寅
さ
ん
年
齢
は
何
才
か
な
」
と
聞
け
ば
「
酒
屋
の
旦
那
と
同
年
よL
「
酒
屋
の
旦

な
ん
ぼ

那
は
何
歳
ぞ
な
」
「
わ
し
と
同
年
よ
」
と一去
っ

て
平
然
と
し
て
居
た
。

(ほ
ん
と
に
寅

さ
ん
自
分
の
令
を
知
っ
と
た
の
か
な
?

)

そ
ん
な

ユ
ー
モ
ア
も
持
っ
て
い
た
。

好
漢
愛
す
べ
き
か
。

話
し
は
う
な
、
ぎ
釣
り
に

ハ
同d
n
h
U
 

戻
す
が
寅
さ
ん
は
三
尺
位
の
細
い
竹
竿
に
う
な
ぎ
針
に
み
み
ず
な
ど
を
刺
し
て
、
う

な
ぎ
寵
を
さ
げ
て
、
井
内
川

の
本
流
支
流
を
廻
り
、
う
な
ぎ
の
居
そ
う
な
ガ
マ

(石

の
重
り
合
っ

た
穴
の
こ
と
)
を
ょ
う
知
っ

て
居
た
と
思
う
。

そ
の
ガ
マ
は
自
然
に
上

流
の
水
を
受
け
る
よ
う
な
処
で
奥
ま
っ

た
深
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
餌
が
(
川
虫
な
ど
)

流
れ
て
来
る
よ
う
な
処
に
住
ん
で
居
た
よ
う
で
あ
る

。

う
な
ぎ
は
夜
行
性
で
あ
り
昼

聞
は
ガ
マ
の
奥
深
く
に
潜
り
、
夜
に
な
る
と
ガ
マ
か
ら
這
出
し
て
餌
を
漁

っ

て
泳
い

で
居
る
。

夜
川
と

云
っ
て
当
時
の
お
せ

(
大人
)に
な
る
と
松
明
な
ど
を
川
面
に
照
し

て
、
う
な
ぎ
切
る
と
云
っ
て
鎌
で
胴
体
を
切
っ
て
漁
る
方
法
も
あ
っ
た
が
、
{
貝
さ
ん

は
釣

一
本
で
あ
っ
た
。

う
な
ぎ
釣
名
人
と
云
わ
れ
た
。

川

の
何
処
の
ガ
マ
が
良
い
か
を
常
に
覚
え
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
。

う
な
ぎ
の
習
性

と
し
て

一
つ
の
ガ
マ
に
は
一
匹
が
住
み
、
そ
の
う
な
ぎ
を
釣
る
と

又
別
の
う
な
ぎ
が

住
み
家
と
し
た
よ
う
で
あ
る

。

寅
さ
ん
は

一
つ
の
ガ
マ
で
何
匹
も
の
う
な
ぎ
を
釣
っ

た
よ
う
で
あ
る
。



冬
に
な
る
と
寅
さ
ん
は
落
葉
し
た
雑
木
林
に
立
入
り
兎
の
通
り
道
に
ク
ク
リ
(
針

金
を
ワ
ッ
カ
に
し
て
木
の
校
を
し
な
ら
し
て
先
の
処
に
針
金
を
巻
付
け
る

)
を
掛
け

ひ
ら
ち

て
廻
り
、
山

の
南
斜
面
の
平
地
に
は
柴
オ
ス
を
か
け
山
鳥
キ
ジ
等
を
狙
う
。

又
狸
、

け
も
の
ば

さ

み

テ
ン
等
の
獣
道
に
は
ト
ラ
欽
を
仕
掛
け
る
。
二

、

三
日
に
一
回
は
こ
れ
ら
の
仕
掛
を

見
て
廻
る
。

獲
物
は
袋
に
入
れ
て
背
負
う
。

又
オ
ス
と
云
っ
て
板
の
二
尺
角
位
の
を

川
辺
の
平
地
を
均
し
て
重
石
を
板
の
上
に
置
き
片
方
を
上
げ
て
天
秤
の
よ
う
に
し
て

中
に
ど
じ
ょ
う
な
ど
を
刺
し
た
串
を
入
れ
、
イ
タ
チ
が
餌
を
引
く
と
天
秤
が
外
れ
て

オ
ス
の
下
敷
き
と
な
る
仕
掛
を
何
ヶ
所
も
し
た
。

イ
タ
チ
は
皮
を
む
い
で
板
に
張
り
付
け
釘
で
止
め
て
広
げ
て
、
天
日
干
に
し
て
保

存
し
て
置
く
と
皮
買
さ
ん
が
来
て
可
成
り
の
高
値
で
買
っ
て
呉
れ
た
よ
う
で
あ
る

。

そ
の
当
時
は
雑
木
林
、
草
地
が
多
く
、
野
山
に
は
野
兎
や
山
鳥

、

つ
ぐ
み
な
ど
今
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
生
息
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

。

寅
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
に
は
充
分
で
あ
っ
た

こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。
鉄
砲
は
使
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わ
ず
仕
掛
一
本
で
あ
り
、
天
性
的
な
カ
ン
が
勝
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

メ
ジ
ロ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
な
ど
も
、
お
と
り
を
使
っ
て
生
獲
り
、
目
白
龍
な
ど
も
手
製

で
造
り
一
人
楽
し
ん
で
居
た
。

寅
さ
ん
は
手
先
が
器
用
で
、
竹
細
工
、

ほ
う
き
造
り
、
藁
細
工
、
草
履
、
わ
ら
じ

造
り
な
ど
し
て
売
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
製
品
は
天
下
一
品
、
秋
祭
り
の
獅
子
起
し

の
わ
ら
じ
は
寅
さ
ん
の
専
門
で
あ
り
又
よ
く
似
合
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

。

手
先
の
器
用
な
事
は
、
農
作
業
に
も
重
宝
さ
れ
た

。

特
に
早
苗
取
は
抜
群
で
あ
っ

た
。

T

さ
ん
は
大
作
で
あ
り
(
田
を
多
く
作
る
人
の
こ
と
)
寅
さ
ん
も
時
々
家
に
出

入
り
し
て
居
た
が
、
田
植
時
に
な
る
と
必
ず
寅
さ
ん
を
雇
い
苗
取
を
ま
か
せ
た
。

そ

の
当
時

一
反
苗
約
三
百
束
取
る
と
一
人
役
と
云
わ
れ
た

。

寅
さ
ん
は
苗
取
り
当
日
は
朝
早
く
か
ら
苗
代
田
に
這
入
り
、
腰
掛
を
使
わ
ず
中
腰

す
ね

で
サ
ク
サ
ク
と
苗
を
取
り
パ
サ
パ
サ
と
洗
い
、
サ
ッ
と
水
を
き
り
腔
で
苗
の
元
を
揃

へ
束
ね
て
前
に
進
ん
で
行
く
。

こ
の
作
業
の
繰
返
し
で
あ
り
熟
練
度
が
要
求
さ
れ
る。



さ
を
と
め

田
を
植
へ
る
人
を
苗
乙
女
と
云
っ
た
が
「
寅
さ
ん
の
取
っ
た
苗
は
植
え
易
い
」
と
の

評
判
で
あ
っ
た
と
か
。

寅
さ
ん
の
こ
と
を
書
け
ば
限
り
が
な
い
が
、
座
敷
な
ど
で
請
わ
れ
る
と
枕
踊
り
と

云
う
か
く
し
芸
を
以
っ

て
い
た
と
の

事
で
あ
る
。

T

さ
ん
の
処
へ
は
正
月
は
何
時
も

招
か
れ
て
こ
の
芸
を
披
露
し
て
居
た
と
か
、
何
処
で
芸
を
覚
え
た
の
か
、
昔
の
遊
里

の
芸
事
の
一
ツ
で
は
な
か
っ
た
か
、
定
か
で
は
な
い
が
唄
も
声
に
艶
が
あ
り
圧
巻
で

あ
り
多
芸
な
一
面
が
窺
え
た
。

出
身
に
つ
い
て
或
人
の
日
く
に
は
漁
師
の
出
と
も

云
わ
れ
、
何
時
頃
か
ら
井
内
に

住
ん
だ
か
知
る
人
も
今
は
な
く
、
戦
後
亡
く
な
り
、
身
近
な
人
が
引
き
取
ら
れ
た
と

回
目
u
.

、
。

臼
P

〈何
は
と
も
あ
れ
寅
さ
ん
は
井
内
の
山
里
で
心
の
向
く
ま
ま
自
由
奔
放
に
生
き
抜
い

た
遣
し
い
生
涯
で
あ
っ
た
。

現
在
の
高
齢
化
社
会
の
我
々
の
生
き
か
た
に
な
ん
ら
か
の
示
唆
を
与
え
て
居
る
よ

t
l

よ
司
/

う
に
思
え
て
な
ら
な
い

。

(
終
)



印 発著
行

刷 所者 井

電松ア電東井菅 内
話虫マ 話温 内
0 長 ノ O 市老野 一 む
八 印八井人 0 
九罪刷 九内ク 寄 0 か
克 一 有克四ラ 七
五丁限 六 二 ブ 明 f し
ノ-i-\・ E回・:3 "宝J.牛A玉4b、 7. て /ーム\ー

三四 ハ)I 社 三五 宮叩 吉月〔312 話
匹1 = 七 日売
二 δ 凹 72al

司T


